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Ⅰ．はじめに 
 2004 年（平成 16 年）鳥取大学地域学部は，国立大学の新たな法人制度の始動とともに，教育地
域科学部の改組によって全国に先駆けて創設された。現在，法人化の長所を生かした改革を本格的





















































































































 調査対象は，鳥取大学地域学部所属教員（非常勤注１）を除く）：地域政策学科 13 名，地域教育学




























   調査科目数
学科･センター 必修 選択 合計 [％]
地域政策学科 22 38 60 [93.8]
地域教育学科 17 88 105 [91.3]
地域環境学科 22 37 59 [96.8]
地域文化学科 20 44 64 [79.0]
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１． 調査対象                
調査は，現在の３年，４年の在籍者およ




















考えてよい。           
















































学科 ３年 ４年 2013年 2012年 2011年
地域政策 50 70 57 46 46
地域教育 51 75 47 49 46
地域文化
(芸術文化ｾﾝﾀｰ)
地域環境 48 58 48 45 47
合計 206 273 194 186 188















































































地域学論集 第 11 巻第３号(2014) 
１． 調査対象                
調査は，現在の３年，４年の在籍者およ




















考えてよい。           
















































学科 ３年 ４年 2013年 2012年 2011年
地域政策 50 70 57 46 46
地域教育 51 75 47 49 46
地域文化
(芸術文化ｾﾝﾀｰ)
地域環境 48 58 48 45 47
合計 206 273 194 186 188
42 46 4957 70
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学年 　履修区分  授　業　科　目 施設等の 講演や発表 調査･研究 地域(現場)で 学外での その他
必修 選択 視察や見学 等の聴講 の実践的活動 報告･発表
１年 ● 大学入門ゼミ ● ● ●
● 地域学入門 ※１
● 地域調査入門 ● ●
● 総合演習（地域政策） ● ●
２年 ● 地域調査実習（地域政策） ● ● ● ●
● 地域経済論 ● ● ●
○ 地域政策学ゼミⅠ ○
○ 地域政策学ゼミⅡ ○
○ 海外フィールド演習 ○ ○ ○
３年 ● 地域政策学専門ゼミⅠ ● ● ● ● ●
● 地域政策学専門ゼミⅡ ● ● ● ● ● ●
○ むらおこし論 ○ ○
○ 行政評価論 ※２
○ 政策評価論 ※２
○ インターンシップＡ･B･Ｃ ○ ○ ○





学年 　履修区分  授　業　科　目 施設等の 講演や発表 調査･研究 地域(現場)で 学外での その他
必修 選択 視察や見学 等の聴講 の実践的活動 報告･発表






２年 ● 地域教育ゼミⅠ ● ● ● ※３
● 地域調査実習(地域教育） ● ● ● ● ●
● 地域教育ゼミⅡ ● ● ● ※４
○ 社会認識学習の基礎 ○ ○
○ 人権教育論 ○ ○ ○
○ 知的障害児等の指導法 ○
○ 発達心理学特論     ○ ○ ○
○ 生活・総合学習の基礎 ○
○ 病弱児等の保健と指導 ○
○ 保育実習指導Ⅰ       ○ ○ ○ ○
○ 海外フィールド演習 ○ ○ ○
３年 ● 地域教育ゼミⅢ ● ● ● ※４
● 地域教育ゼミⅣ ● ● ● ● ※４
○ 教育実践の基礎：小学校 ○
○ 障害児の発達診断法演習 ○
○ 生活・総合学習指導論 ○ ○ ○
○ 環境教育論 ○
○ 肢体不自由児等の保健と指導 ○
○ 人間関係の保育特論     ○
○ 障害児保育（演）   ○ ○
○ 地域教育史 ○ ○ ○
○ 保育心理学 ○
○ 保育実習指導Ⅱ ○ ○ ○ ○
○ 保育実習指導Ⅲ ○ ○ ○ ○
○ インターンシップＡ･B･Ｃ ○ ○ ○
４年 ● 地域教育ゼミⅤ ※４
● 卒業研究 ●
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【地域環境学科】
　　　　　　　　　　　学外での学習内容
学年 　履修区分  授　業　科　目 施設等の 講演や発表 調査･研究 地域(現場)で 学外での その他
必修 選択 視察や見学 等の聴講 の実践的活動 報告･発表
１年 ● 大学入門ゼミ ● ● ●
● 地域学入門 ※１
２年 ● 地域調査実習（地域環境） ● ● ● ● ●
● 地域調査ゼミ ● ● ● ●
○ 多様性生物学実験 ※５
○ 地域環境フィールドワーク ○ ○
○ 考古学概論 ○
○ 地域経済論 ○ ○ ○
○ 海外フィールド演習 ○ ○ ○
３年 ● プレゼンテーション技法 ● ● ※６
● 地域環境学基礎ゼミ ● ●
● 地域環境学専門ゼミⅠ ○ ●





○ むらおこし論 ○ ○
○ インターンシップＡ･B･Ｃ ○ ○ ○






学年 　履修区分  授　業　科　目 施設等の 講演や発表 調査･研究 地域(現場)で 学外での その他
必修 選択 視察や見学 等の聴講 の実践的活動 報告･発表
１年 ● 地域学入門 ※１
２年 ● 地域調査実習(地域文化） ● ● ●
○ 考古学概論
○ 海外フィールド演習 ○ ○ ○
３年 ● 地域文化専門ｾﾞﾐⅠ ● ● ●
● 地域文化専門ｾﾞﾐⅡ ● ● ● ●
○ アートマネジメント論 ●
○ インターンシップＡ･B･Ｃ ○ ○ ○
４年 ● 卒業研究 ●
【芸術文化センター】
　　　　　　　　　　　学外での学習内容
学年 　履修区分  授　業　科　目 施設等の 講演や発表 調査･研究 地域(現場)で 学外での その他
必修 選択 視察や見学 等の聴講 の実践的活動 報告･発表
１年 ● 地域学入門 ※１
● 地域芸術実践ゼミⅠ ●
○ 舞台芸術入門 ○ ○ ○




○ 海外フィールド演習 ○ ○ ○






○ インターンシップＡ･B･Ｃ ○ ○ ○
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【地域環境学科】
　　　　　　　　　　　学外での学習内容
学年 　履修区分  授　業　科　目 施設等の 講演や発表 調査･研究 地域(現場)で 学外での その他
必修 選択 視察や見学 等の聴講 の実践的活動 報告･発表
１年 ● 大学入門ゼミ ● ● ●
● 地域学入門 ※１
２年 ● 地域調査実習（地域環境） ● ● ● ● ●
● 地域調査ゼミ ● ● ● ●
○ 多様性生物学実験 ※５
○ 地域環境フィールドワーク ○ ○
○ 考古学概論 ○
○ 地域経済論 ○ ○ ○
○ 海外フィールド演習 ○ ○ ○
３年 ● プレゼンテーション技法 ● ● ※６
● 地域環境学基礎ゼミ ● ●
● 地域環境学専門ゼミⅠ ○ ●





○ むらおこし論 ○ ○
○ インターンシップＡ･B･Ｃ ○ ○ ○






学年 　履修区分  授　業　科　目 施設等の 講演や発表 調査･研究 地域(現場)で 学外での その他
必修 選択 視察や見学 等の聴講 の実践的活動 報告･発表
１年 ● 地域学入門 ※１
２年 ● 地域調査実習(地域文化） ● ● ●
○ 考古学概論
○ 海外フィールド演習 ○ ○ ○
３年 ● 地域文化専門ｾﾞﾐⅠ ● ● ●
● 地域文化専門ｾﾞﾐⅡ ● ● ● ●
○ アートマネジメント論 ●
○ インターンシップＡ･B･Ｃ ○ ○ ○
４年 ● 卒業研究 ●
【芸術文化センター】
　　　　　　　　　　　学外での学習内容
学年 　履修区分  授　業　科　目 施設等の 講演や発表 調査･研究 地域(現場)で 学外での その他
必修 選択 視察や見学 等の聴講 の実践的活動 報告･発表
１年 ● 地域学入門 ※１
● 地域芸術実践ゼミⅠ ●
○ 舞台芸術入門 ○ ○ ○




○ 海外フィールド演習 ○ ○ ○






○ インターンシップＡ･B･Ｃ ○ ○ ○
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A Research on Cooperative Problem Solving Learning in Mathematics Education 
: Aspects of Analysis about Representation in Constructive interaction 
 
YABE Toshiaki*, NISHIYAMA Akira**, FUJITA Aya***, KAWAKAMI Hidehito****  
 
キ－ワ－ド : 協同的問題解決,学びが起こる学習の状況,建設的相互作用(対話)の様相 
Key Words  :  Cooperative Problem Solving, Situation of Learning Conditions, 
Representation of Constructive interaction 
 
Ⅰ. 協同的問題解決の学習 
１. 問題解決を通した授業  -Via Problem Solving- 
 現在, 算数・数学教育において広く行われている学習様式は問題解決であり, この問題解決の学
習様式は, 1980 年代に米国より提案１）され, その後我が国をはじめ, 世界的に広まっているもので
ある。この問題解決の学習指導の目的は, 基礎的・基本的な内容の獲得とその学習過程で特に個々














したがって, 問題解決の学習は, 問題解決の学習過程を通して, 物事の知り方それ自体を知り, 
物事の見方や考え方それ自体を身に付け, 学習内容のよりよい理解が図られるとともに,良き問題 
 
＊鳥取大学地域学部地域教育学科 ＊＊鳥取大学大学院地域学研究科教育専攻 2 年生 ＊＊＊鳥取
大学大学院地域学研究科教育専攻 2 年生, ＊＊＊＊鳥取大学大学院地域学研究科教育専攻 1 年生 
